
大
町
に
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と「
ハ
チ
公
食
彩

元
気
市
」が
中
町
通
り
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
旬
の
野
菜
や
キ
ノ
コ
、
屋
台
村
や

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
約
３０
の
店
が
軒
を
連
ね
、

た
く
さ
ん
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
チ
公
プ
ラ
ザ
で

は
曲
げ
わ
っ
ぱ
の
製
作
体
験

や
そ
ば
打
ち
、
た
ん
ぽ
作
り

体
験
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

が
催
さ
れ
、
参
加
者
は
講
師

の
説
明
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

一
生
懸
命
に
手
を
動
か
し
て

い
ま
し
た
。

大館市交通安全市民大会が市民文化会館で開かれ、
交通事故の無いまちを目指す誓いを新たにしました。
大会には、大館地区交通安全協会各支部や交通安全
母の会など、約２００人が出席。交通安全功労者などが表
彰されたほか、東館保育園の園児約２０人が交通安全の
誓いを声高らかに発表しました（写真右）。

しゅんすけ

第２部では、山瀬小学校６年の�坂俊祐君が交通
ルールを守ろうと作文を読み上げ、参加者と共に事故
の無い住み良いまちを目指して、決意を新たにしました。

渋
谷
区
の
祭
典「
渋
谷
区
く
み
ん
の
広
場
」で「
本
場
大

館
き
り
た
ん
ぽ
ま
つ
り
in
渋
谷
」が
開
催
さ
れ
、き
り
た
ん

ぽ
の
本
場
大
館
を
首
都
圏
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
２
日
間
で
約
１
０
０
万
人
が
来
場
。
き
り

た
ん
ぽ
ど
ん
ぶ
り
は
長
蛇
の
列
が
で
き「
去
年
食
べ
た
ら

お
い
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た
来

ま
し
た
」な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、

用
意
し
た
２
日
分
１
２
０
０
食

が
い
ず
れ
も
昼
過
ぎ
に
は
完
売

し
ま
し
た
。

ま
た
、「
み
そ
つ
け
た
ん
ぽ
」

は
、
お
や
つ
感
覚
で
子
供
た
ち

が
買
い
求
め
る
な
ど
、
大
勢
の

来
場
者
が
本
場
大
館
き
り
た
ん

た
ん
の
う

ぽ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

市では、秋田大学秋田看護福祉
大学、秋田職業能力開発短期大学
と連携協定を結びました。
これは、高等教育機関の知識や

技術を活用して、医療・福祉や地域
産業の活性化、まちづくりなどに
連携して取り組むというものです。
締結式では、それぞれの大学の

特色を反映させたまちづくりを進
めるために、一層連携を強めてい
くことを確認し合いました。

比内体育館で比内商工祭・芸文祭が催され、大
勢の観客が詰め掛けました。
ステージでは、演奏会や芸能発表などが行われ、日頃の練習の成果

を存分に披露し、観客を大いに沸かせていました。
商工祭では、地場産品の販売や地元商店の品々が販売され、じっく

りと品定めをしたり試食したりして、商品を買い求める客でにぎわい
ました。

本本
場場
大大
館館

きき
りり
たた
んん
ぽぽ
まま
つつ
りり

渋渋
谷谷

（（
１１１１
月月
２２
日日
・・
３３
日日
））

交交通通事事故故のの無無いいままちちをを目目指指ししてて
（（１１００月月３３００日日））

交交通通安安全全功功労労者者をを表表彰彰

iinn

八八木木橋橋ママンンドドリリンンククララブブのの演演奏奏

おおいいししいい地地場場産産野野菜菜をを販販売売

みみ
そそ
つつ
けけ
たた
んん
ぽぽ
もも
好好
評評

比比内内芸芸術術文文化化祭祭・・比比内内商商工工祭祭
（（１１１１月月２２日日・・３３日日））

ハハ
チチ
公公
食食
彩彩
元元
気気
市市（（
１１１１
月月
１１
日日
））

高高
等等
教教
育育
機機
関関
とと
連連
携携
協協
定定
をを
締締
結結

（（
１１００
月月
３３００
日日
））

大大勢勢のの人人出出ででににぎぎわわいいままししたた

広広報報大大館館２２００００８８．．１１２２�

固固
いい
握握
手手
をを
交交
わわ
しし
まま
しし
たた（（
秋秋
北北
ホホ
テテ
ルル
））

そそ
ばば
打打
ちち
をを
体体
験験


